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PC中心時代の終焉へ
　　　　終わりの始まり、・・・

97年にPCはインター
ネット・アクセス・デバイ
スの分野を支配し、米
国で出荷されたこの種
のデバイスの96％を占
めた（ＩＤＣ）

2002年までに、これらの非
PCデバイスがインターネッ
ト・アクセス・デバイスの出
荷台数の約50%を占め、PC
の市場シェアを急激に浸食す
ると予測

【表1】米国でのPCとインターネット対応機器の出荷動向予測
　　　 (1997～2002年)
 単位：1,000台
　　　　　PC　　　　　インターネット　合計　　　インターネット
　　　　　　　　　　　対応機器　　　　　　　　　対応機器の割合
1997　　　31,478　　　 1,433　　　　　32,911　　 4%
1998　　　36,323　　　 3,634　　　　　39,957　　 9%
1999　　　41,576　　　 8,330　　　　　49,906　　17%
2000　　　46,397　　　16,589　　　　　62,986　　26%
2001　　　51,139　　　26,439　　　　　77,578　　34%
2002　　　55,990　　　41,786(*)　　　 97,776　　43%
1997-2002
平均年間
成長率　　 12.2%　　　 96.3%　　　　　24.3%　　　---

*推計(出典：IDC US, 1998)

●インターネット利用の急拡大を背景に、2002年のインターネット・ア
クセス・デバイスの出荷台数は、97年の3倍近くになる。

●その増加分の多くは、新しいクラスのインターネット・アクセス・デ
バイスの利用拡大によってもたらされる。

●インターネット対応機器は、2004年か2005年までにPCの出荷台数を上
回ると予想される。PCの出荷台数も伸び続けるが、新しいアクセス・デ
バイスに急激にシェアを奪われるとみられる。

●PCベンダーと、ソフト、コンポーネント、周辺機器などPC市場に関係
しているベンダーは、インターネット対応機器の市場セグメントに参入
するための戦略を策定する必要があり、対応が遅れると市場の片隅に追
いやられるおそれがある。

一般に、インターネット対応
機器市場に対するPCベン
ダーの関心はあまり高くな
い。

大半のPCベンダーは、PC事業におけ
るさまざまな課題の解決に懸命になっ
ているのが現状だ。そうした課題には、
低価格PC事業での利益の捻出や、
チャネル・パートナーを排除することな
くWeb上での販売を展開する方法の確
立、サーバ事業の拡大などがある。

PC市場にかかわる大手ベンダーのなかで
も、マイクロソフトは、インターネット・アクセ
ス・デバイス市場におけるシフトに最も注意
を払っているように見える。しかし、マイク
ロソフトにとって最大の問題は、Windows 
CEに賭けることで、インターネット対応機
器市場でどれだけの成功を収めることがで
きるかだ。

　マイクロソフトと同様、インテルも、
同社が強みを持つPC用の製品(
同社の場合はPentium)の守備範囲
をインターネット対応機器へと拡大し
ようとしている。
 　また通信関連企業の買収を積極
的に進めている。

　ベンダーは、従来のPCの事業との関
連でのみ市場をとらえるだけでは、不十
分であることを認識する必要がある。PC
中心時代は終わりに近づきつつあり、今
後成功を収めるには、ベンダーは市場
に対するビジョンを広げ、刷新する必要
がある。

市場に対するビジョンを広げず、拡大
する市場で競争するための投資のリ
スクを犯さないベンダーは、高成長の
機会を失うだろう。

19991112「米ネット人口、１億人突破・民間調査

     　【ニューヨーク＝藤岡清美】米通信関連調査大手ストラテジーズ・グループ
     によると、米国のネット人口（99年7月現在）が全人口の36.5％となる1億人を
     突破した。米国民の5割以上がパソコンを所有するといわれるが、その過半数
     がネットユーザーの計算になる。調査を担当したアナリストのジェフ・ムーア
     氏は「今後は携帯情報端末（ＰＤＡ）や携帯電話を使う新しいネットユーザー
     が急増する」と語っている。

PC出荷台数

MSの戦略

99年のPC出荷台数は前
年より22%近く増加
・世界で1億1,350万台
・米国市場では4,380万台
・日本で

インターネット、アクセスディバイスはどう変化するか？

ネット人口

PCベンダーの対応

PDAや携帯を使う新しいネットユーザの増加

５０％が非ＰＣディバイスになる

市場に対するビジョンは？

インテルの戦略

新しいチップ
メーカ？

新しいＯＳ
ベンダー

携帯電話

ＰＤＡ

ゲームマシン

情報家電

●パーペイシブ・コンピューティングの進展

●Ｂ２Ｂ、Ｂ２Ｃ、・・・、あらゆるサービス

Copy right & Editorial copy right reserved by Kiyonoro Konishi, 2000.8.19

マイクロソフト、司法省の独占禁止法裁判の影

米サン・マイクロシステムズや米ヒューレット・
パッカード（ＨＰ）など大手コンピューターや
ソフト会社が共同で、パソコン向けの無料ソ
フトである「ＧＮＯＭＥ（グノーム）」の普及を
促す業界団体を設立する。これまで各国の
有志の技術者が先導してきたＧＮＯＭＥの
開発を組織化し、米マイクロソフトの統合ソ
フト「オフィス」と競合するソフトを開発する。

Ｌｉｎｕｘなど本格化するオープンソース、フリーソフトの波

ＭＡＰ－

ここにきてIT業界では，ウインテル（米マイクロソフトと米イ
ンテル）が打ち立て，10年あまり続いているルール の終焉
を予感させる"事件"が相次いで起こっている。主役は，OS
におけるLinux，ポスト・パソコンの一番手である携帯電 話，
そして新しいコンセプトから生まれたパソコン向けマイクロ
プロセッサ（いわゆるx86互換プロセッサ）である。
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2000年　　　　　　　３８億円
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20000815「世界ＡＳＰ市場、2004年に253億ドルに・米データクエスト調べ
 
　顧客が必要とするアプリケーション（応用 ）ソフトウエアをネット経由で期間貸し
するアプリケーション・サービス・プロバイダー（ＡＳＰ）市場が急成長している。米
ハイテク調査会社データクエストの調べによると、世界のＡＳＰ市場は今年予想の
36億ドル から2004年には253億ドルに拡大する見通 し。

　データクエストによると昨年のＡＳＰ市場は10億ドルに達した模様。地域別では
北米 市場が全体の65％を占めた。今後は欧州やアジア地域 でＡＳＰビジネスが
本格 的に立ち上がり、2004年には北米の比率は45％にまで低下する模様だ。
欧州 や日本では携帯電話の普及が進んでいることから、同社 ではこうした地域
でモバイル関連のアプリケーション需要が急増すると予想している。（シリコンバレ
ー＝岡本文雄）

〔日経産業新聞　8月15日〕

20000802「ＡＳＰ市場、今後５年間で年平均118％増・ＩＤＣジャパン調べ

ハイテク調査会社のＩＤＣジャパン（東京・港、武藤健司社長）は99年の
国内のアプリケーション（適用業務）ソフトの市場規模に関する調査結果を
まとめた。インターネットを通してソフトを期間貸しするアプリケーション・サ
ービス・プロバイダー（ＡＳＰ）市場は今後5年間で年平均118.6％増と急速
に拡大し、2004年にはアプリケーションソフト市場の約3割を占める592億
5800万円まで伸びると予測している。
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米国ではデータセンタ間を高速
専用線で接続する新幹線が形成

される
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加速される
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